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オオメシバンムシ Hyperisus pacificus Sakai, 2001
は伊豆大島産の個体をもとに記載されたヒョウホ
ンムシ科 Ernobiinae 亜科に所属する甲虫である．種
小名にあるように，太平洋岸で確認されているシ
バンムシである．

既知の産地
原記載では，ほかに伊豆諸島の八丈島と神津島，

東京湾の猿島（横須賀市），伊豆半島から得られた
ものがパラタイプに指定されている．

四国は高知県および愛媛県からも得られている
が，四国産にはわずかに形態差が認められてい
ることからタイプシリーズには含まれていない

（Sakai, 2001）．
原記載以降の記録としては，筆者らの知るかぎ

りでは，生川 ･ 中山（2006）および生川（2008）
による三重県からの記録，平野（2007）および渡
ら（2016）による三浦半島からの記録のほか，川
畑（2009）が八丈島の甲虫をまとめた際に採集デー
タと標本写真を示しているにすぎない．

新たな分布記録
筆者の一人亀澤は，本種を伊豆諸島の御蔵島，

房総半島南部の数地点で確認しているので報告す
るとともに，これまで和名がなかったので，今回，
表題のように提唱する．

2 ♂♂，東京都御蔵島村里 , 12–16. V. 2013; 1 ♂， 
千葉県南房総市白浜町乙浜，4. V. 2010; 3 ♂♂，同地，
10. V. 2015; 3 ♂♂ 1 ♀，同地，6. V. 2017; 7 ♂♂ 1 ♀，
同地，6. V. 2018; 2 ♂♂，千葉県南房総市山下，3. V. 
2018; 1 ♂ 1 ♀，千葉県南房総市白浜町滝口，4. V. 
2018; 2 ♂♂ 3 ♀♀，千葉県南房総市千倉町蓮台枝，
5. V. 2018; すべて筆者採集，保管．

御蔵島および千葉県初記録．
御蔵島では，スダジイが優占する樹林内に設置

した吊り下げ式の FIT（フライト・インターセプ
ション・トラップ）2 基によりそれぞれ 1 個体ずつ
が捕獲された．1 基はスダジイ大木の倒木によって
できた谷部のギャップに，1 基は尾根筋の風通しの
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図 1．オオメシバンムシ．A, ♂（房総半島産，左に示した
雄交尾器（腹面）のスケールは 0.2 mm）; B, ♀（同，
スケールは雌雄とも 1 mm）．

図 2．オオメシバンムシ確認環境．A, スダジイ倒木による
ギャップ（御蔵島）; B, FIT 設置状況（御蔵島）; C, 
林縁環境（南房総市白浜町）; D, 尾根筋のマテバシイ
林（南房総市千倉町）．
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良い林内に設置していた．トラップは，横 25.7 cm
縦 54.6 cm の透明プラスチック薄板の衝突板に雨除
けの屋根をつけ，保存液（短期間だったため 60 パー
セントのエタノール水溶液を使い，5 日間のうち
に適宜補充した）を入れたプラコップで受ける仕
様で，地上 0.5～1.5 m の高さに衝突板が位置する
ように木の枝に吊るしていた．御蔵島での調査は，
許可を得て行った．

房総半島では，マテバシイが優占する樹林内や
杣道沿いの林縁で灌木の枝葉のビーティングによ
り得られ，林内のスダジイのひこばえや林縁のア
オキ，ヤツデ，カクレミノの葉上や葉裏に静止し
ているのが観察された．成虫は盛んに飛び回り，
立木のひこばえや灌木の枝葉上に定位しているよ
うである．千葉県の千倉町の産地は現時点で分布
東限に当たる．

Sakai （2001） は，愛媛県下においてウバメガシ枯
れ枝から羽化脱出した個体を検視標本に含めてい
る．ただし，今回，筆者らの確認地にはウバメガ
シは存在していなかったため，幅広い樹種の枯れ
枝に依存している可能性がある．

また，野村ら（2000）は東京都千代田区の皇居
から Hyperisus sp. を記録している．今回，記録の
元となった標本を検したところ，本種であること
が判明したので合わせて記録する．

1 ♀，吹上御苑，12. IX. –7. X. 1996，小西和彦採集，
国立科学博物館所蔵．

マレーズ・トラップによって捕獲された．東京
都の本土部からは初記録となり，現時点での分布
北限に当たる．

Hyperisus 属の特徴
本種を含む Hyperisus 属の特徴について，和文で

書かれたものがないのでここにまとめておく．
Hyperisus 属はもともと Xestobium 属の亜属とし

て扱われていたが Sakai （2001） により属に昇格さ
れた．日本産に限れば Xestobium 属とともに 2 属で
Xestobiini 族を構成する．Xestobium 属とは以下の
点で異なる．

Hyperisus 属では，1） 第二次性徴 （触角の構造や
複眼の大きさに表れる） が顕著，2） 後胸腹板中央
の縦溝は不明瞭，3） 脛節先端の棘が発達せず，4） 
触角の先端 3 節が Ernobius 属 （族は異なる） のよ
うに長く伸長してゆるい球稈を形成し，5） 咽頭
縫合線上の幕状骨の穴は深く丸く，6） 前胸側縁は
Xestobium 属では後角を除いてほとんど完全に平圧
され，先端まで達するのに対し，Hyperisus 属では
先端 2/3 が平圧されるが，先端部には達しない，7） 
雄交尾器の中央片，側片は単純に左右対称で，枝
分かれや付属物はない．

なお，Xestobium 属の日本からの既知種は北海道，
本州の亜高山帯で見つかっているホソマダラシバ
ンムシ X. shibatai Sakai, 1979 のみで，Hyperisus 属
も日本では本種しか知られていない．
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図 3．オオメシバンムシの確認地点．★：タイプロカリティ，
●：既記録，●：新記録（地理院タイルの白地図を
加工して作成）．


